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[１] 組織の概要 

 

（１）会社名    鈴建輸送株式会社 

 

（２）代表者名   代表取締役 鈴木 利幸 

 

（３）所在地    本社 ：静岡県浜松市北区初生町 1372-2  

         車両置場 ：静岡県浜松市北区根洗町 1471 

         藤枝営業所：静岡県藤枝市横内字大坪 563-18 

         （2023 年認証範囲外） 

         三方ヶ原営業所：静岡県浜松市三方ヶ原町 1733 

小牧営業所：愛知県小牧市大字小牧原新田 745-51 

         福井営業所：福井県福井市林町 62-41 

          

（４）設立年月日  1960 年 10 月 

 

（５）資本金    10,000 万円 

 

（６）事業内容   建設資材の運搬 

 

（７）事業規模 

項目 単位 2022 年度 

売上高 百万円 1345 

従業員数 人 35 

 

（8）運搬車両及び重機の種類と台数 

保有車両 台数 

15ｔユニック車 11 台 

15ｔパワーゲート車 2 台 

15ｔウイング車 2 台 

11ｔユニック車 4 台 

8ｔユニック車 4 台 

6ｔユニック車 2 台 

6ｔ平ボディー車 2 台 

4ｔユニック車 2 台 

4ｔウイング車 2 台 

4ｔ平ボディー車 2 台 

3.5ｔユニック車 2 台 

3ｔユニック車 2 台 

2ｔユニック車 2 台 

2ｔパワーゲート付ウイング車 1 台 

軽トラック 2 台 
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（9）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

 

環境管理責任者  : 鈴木 利幸 

 

連絡先： ＴＥＬ  ０５５－９１９－５６０９ 

ＦＡＸ  ０５５—９２１－５５３５ 

E-Mail   leadbull@outlook.jp 
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[２]対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

 

（１）対象範囲 

①適用する事業所 ：本社、車両置場、藤枝営業所 

②適用構成員 ：当社役員、従業員(派遣社員、パート含む) 

③適用する活動 ：当社の事業活動 

 

（２）レポート対象期間 

2023 年 4 月１日～2023 年 8 月 31 日 

 

（３）推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）役割分担 

最高責任者 

（社長） 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行い、 

必要あれば改定を指示する。 

⑤ 経営の課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

（船越 健一） 

環境マネジメントシステムの推進・維持をする。 

① 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関する 

情報を最高責任者に提供する。 

EA 事務局 

（伊藤 英理奈） 

部門責任者 

➀ 環境目標達成のための企画立案および運用 

➁ 運用状況の確認および是正対策 

 

トップマネジメント 

（代表取締役 鈴木 利幸） 

環境管理責任者 

（運行管理部長 船越 健一） 

 

藤枝営業所 

 

車両置場 

本社（EA21 事務局） 

（監査役 伊藤 英理奈） 

   

事務・総務 

 

運行管理部 
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[３]環境経営方針 

 

鈴建輸送株式会社 環境経営方針 

基本理念 

 

鈴建輸送株式会社は、創業以来、皆様の温かいご支援により発展してまいりました。建築・土木資材

の運搬はもとより、あらゆる分野の荷物運搬エキスパートとして、省エネ・効率化を目指し環境配慮型の

経営に努め、自然環境に優しい企業の在り方を率先して実現してまいります。 

 
行動指針 

 
当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動

を推進します。 

 

１． 事業活動の全領域で、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動を実施します。 

 

２． 環境経営システムの継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止できる体制を構築します。 

 

３． 環境関連の法令や当社が参加した協定等を遵守することはもとより、自主管理基準を設けて環境管理

レベルの向上を図ります。 

 

４．次の項を重要事項として環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）業務効率化を通じて燃料や電気などの使用量の削減に取組みます。 

（2）廃棄物については分別やリサイクル活動を活性化し排出量の低減を図ります。 

（3）水道使用量については適正管理に努めます。 

（4）お客さまからのご意見に対しては真摯に向き合い、継続的に改善します。 

 

５．全社員に環境経営方針を周知徹底すると共に環境保護に関する意識を高め、社内における環境影 

への知識･認識の向上を図り実践します。 

 

６．この環境経営方針は、社外の人にも公開します。 

 

 

２０２３年４月１日制定   

鈴建輸送株式会社     

代表取締役 鈴木 
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 [４] 中期環境目標 

 

中期の環境目標は以下の通りである。 

 

№ 項目 

基準年度 2022

年度 

（2022 年４月

～2023年３月) 

中期年度目標 

2023 年度

（2023 年４月

～2024 年３月) 

2024 年度

（2024 年４月

～2025 年３月) 

2025 年度 

（2025 年４月～

2026 年３月) 

中
期
環
境
経
営
目
標 

1 
ＣＯ2 排出量削減

(kg-CO2) 
1568425 

－1％ －2％ －3％ 

1552741 1537056 1521372 

2 
電力使用量削減

(kWh) 
13843 

－1％ －2％ －3％ 

13704 13566 13427 

3 
ガソリン使用量削

減(L) 
14052 

－1％ －2％ －3％ 

13911 13770 13630 

4 
軽油使用量削減

(L) 
593096 

－1％ －2％ －3％ 

587165 581234 575303 

5 液化石油ガス(kg) 24 
－1％ －2％ －3％ 

23.7 23.5 23.2 

6 
廃棄物(一廃) 

排出量削減(kg) 
818 

－1％ －2％ －3％ 

809 801 793 

7 
水使用量 

削減(㎥) 210 
－1％ －2％ －3％ 

207 205 203 

8 
環境苦情 

ゼロの維持 
苦情ゼロ 当社は、環境に関わるクレーム 0 件を維持する。 

 ※藤枝は電力と水道のみで、合算で算出。 
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 [5] 環境目標の達成状況および評価（実績） 

比較表 
基準値 

（2022 年度 4 月

～8 月） 

目標値 

（▲1％） 

実績 

（2023 年度 4 月

～8 月） 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 （kg-CO2） 629,255 622,923 791,328 × 

電気使用量 （ｋwh） 7,298 6,431 5475 ○ 

ガソリン使用量 （L） 5,846  5,788 5433 ○ 

軽油使用量 （L） 237,478 235,104 300,971 × 

ＬＰＧガス ｋｇ 22 20 6 ○ 

一般廃棄物排出量 （㎏） 331 328 272 ○ 

水道使用量 （m3） 90 89 90 × 

環境クレーム件数 （件数） ０ ０ ０ ○ 

※購入電力の排出係数は「エネアーク関東」0.402 を使用 

※化学物質は使用していない※産業廃棄物の排出はない 

   ※電気使用量と水使用量は本社、藤枝合算にて二酸化炭素排出量を算出しています。 

【総評】 

 （二酸化炭素排出量） 

   対象期間の比較では昨年より増加している。今後の活動ではより環境目標を意識し削減できるよう

取り組む。 

（電気使用量） 

対象期間の電気使用量は達成されている。継続して省エネ活動に取り組む。 

 （ガソリン） 

   対象期間の使用量は達成されている。今後もエコドライブを意識し取り組む。 

（軽油） 

  期間中は運送の請負量が多かった為、未達となった。引き続きエコドライブの実施や運行ルートの

効率化を図り削減活動に取り組む。 

（LPG ガス） 

  現在の評価期間ではガス大幅に減っているが冬季の使用が増えるため長期的に観察し今後も不要な

使用はせず最低限の使用に努める。 

（一般廃棄物） 

  事務所での分別活動を社員に周知させ今後も削減していく。 

（水道使用量） 

  水道使用量は未達であるが水道の使用量は最低限の使用のみとなっている。今後も節水活動に取り

組む。 

（環境クレーム件数） 

当社の利害関係者からの苦情やクレームは発生していない。 

   （今後の活動） 

エコアクション２１の活動の運用を始めたばかりである。現在未達のものについては通過年での評

価時には達成できるよう目標を意識し社員全員で取り組む。 
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[６] 今年度の環境活動計画および取組状況の評価 

番号 活動項目 活動計画 取組状況 評価 次年度

の取組 

１ ＣＯ２ 

排出量 

削減 

・エアコン控えめで使用。 

・不要な照明の消灯の励行。 

・ＰＣ等の電気製品の省エネ励行。 

・不必要なｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの禁止。 

・急発進・急ブレーキ運転の禁止。 

・エンジンブレーキの積極使用。 

・タイヤ空気圧の適正チェック。 

・燃料消費を抑える運転方法。 

・エコドライブの励行。 

左記の計画通りの取組みを実施し

た。 

○ 継続 

２ 廃棄物 

削減 

・コピー用紙の削減／再使用徹底。 

・事務用品の可能な限りの有効活用。 

・排出時の分別の徹底／教育実施。 

・廃棄物の削減／分別徹底。 

・日常的な削減の為の教育実施。 

左記の計画通りの取組みを実施し

た。 

○ 継続 

３ 水使用量

削減 

・不用な使用禁止／節水励行。 計画通りの取組みを実施。 ○ 継続 

４ 化学物質

削減 

・化学物質の使用なし 化学物質の使用はなし。 ○ 継続 

５ グリーン

購入 

・事務用品の環境配慮品を使用。 

・資材等の環境配慮品の優先購入。 

環境配慮品を優先購入した。 ○ 継続 

６ クレーム

ゼロ 

・事務所／現場の５Ｓ励行。 

・言葉使い、身だしなみに留意。 

・顧客の要求事項順守。 

・必要以上の騒音発生を控える。 

・あった場合の丁寧な対応。 

計画通りの取組みを実施。 ○ 継続 
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［７］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

(１)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反は無かった。 

関係機関等からの指摘や苦情くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 

 

(２)当社が適用される主な環境関連法規制等            確認日：2023 年 10 月 25 日 

確認者：環境管理責任者     

名称 当社の現状 本

社 

基

地 

藤

枝 

要求事項 評

価 

廃棄物処理法 

一般廃棄物の外部

業者の委託 

産業廃棄物があっ

た場合は適正な処

理 

○ ○ ○ 
①産廃業者等との委託契約書締結 

②廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

③マニフェストの発行・返却・保管 

④マニュフェストの行政報告(年１回) 

⑤1 回/年以上の委託業者の現地視察 

⑥廃棄物の適正処理 

⑦水銀使用製品廃棄物の適正管理 

○ 

フロン排出抑制法 業務用エアコンの

保有 

○ — — ３か月毎にエアコンの自主点検を実施す

る。機器廃棄後 3 年間保存 
○ 

家電リサイクル法 家庭用エアコンの

適正廃棄 

○ ○ ○ 廃棄時のリサイクル県の記録保持 ○ 

浄化槽法 

拠点毎に保有 
○ ○ ○ 

11 条点検 

定期清掃 

3 か月に一回の保守点検 

○ 

道路交通法 

当社の業務全般 

○ ○ ○ 
アルコールチェック 

運行管理者の選任 

整備管理者の選任 

乗務員の体調管理 

○ 
道路運送車両法 

○ ○ ○ 

貨物自動車運送事

業法 
○ ○ ○ 

労働安全衛生法 

当社の業務全般 

○ ○ ○ 健康被害の防止措置 

危険物の取扱におけるルール 

安全衛生に関する労働者教育・指導 

○ 

働き方改革関連法 

当社の業務全般 

○ ○ ○ 
労働時間・残業時間の順守・時間外労働

の賃金（36 協定の締結、届け出など） 

労働時間の客観的な把握 

（保存期間：5 年） 

○ 

トラック協会から

の要請 当社の業務全般 
○ ○ ○ イエローカードの携帯 

車輪止めの徹底 
○ 

電子帳簿保存法 

（2024 年 1 月） 
当社業務全般 

○ — — 
対象項目の保存（保存期間：7 年間） ○ 
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［８］環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社の緊急事態は労働災害事故を特定した。年１回対応訓練および、現場での日常教育訓練を正確に実施

することで有事に対しての予防を図る。 

 

 

 

想定のパターン 

想定される緊急事態 原因 対応策 

事務所からの出火 自然発火又は不注意による出火 ・置場の整理整頓 

・消火器の設置 

・連絡体制の明確化 

・定期訓練の実施 

 

 

 

                     

緊急事態対応手順 

対応手順（緩和手順

を含む） 

① 発見者は，大声で近くの社員に知らせ，設置の消火器で「初期消火」を行う。 

② ストーブは原則禁止だが、何らかの火気を使用している場合は，それを遠ざけ

る。 

③ 周辺で動力を使用している場合は，その電源を遮断する。 

④ 管理責任者／社長へ連絡し，その指示を受ける。 

⑤ 消火作業困難な場合は、まず避難を優先する。 

⑥ 初期消火できず，壁や天井に延焼した場合，消火を中止し，消防署へ連絡し避

難する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受ける。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 建屋内では、訪問者を含め、禁煙と定める。 

② 喫煙の場合は、建屋外の決められた場所で吸い，吸殻は容器に入れて消火する。 

③ 終業時，最終退社者は，火気，消灯，その他の電源遮断をし、施錠してから退

社する。 

④ 建屋内へ消火器を設置し，管理（業者による定期点検実施）する。 

⑤ 地震発生の場合の防災組織を定め、避難経路を、日頃より従業員に周知してお

く。 

 

項目 訓練結果 

想定内容 事務所からの出火 

訓練内容 出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認した。

同時に設置してある消火器の期限、使用方法の確認を行った。 

訓練日時 令和５年 5 月 22 日/AM８：３０～９：００ 

実施場所 駐車場 

参加者 社員 25 名 

訓練説明者 船越健一 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

当日業務にて不参加者は後日緊急事態訓練記録・報告書にて確認すること。 

 

緊急事態訓練記録 
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［９］代表者による全体評価と見直し・指示 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション２１の構築・運用状況は開始５ヶ月である。法令などの順守事項は問題なし。 

運用はガイドラインに沿って始めたばかりである為、当社業務が環境負荷の高いもの認識し 

全社員へ活動の理解を周知させ取り組ンでいく。 

   当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

エコアクション２１の活動に取り組み始め、省エネ活動や廃棄物の分別、各エネルギーの使用量へ 

の意識が高まった。概ね良好と判断、今後も継続して評価改善を行うこと。 

(４) 環境目標の達成 

環境目標は現在未達項目がある為、今後の活動において達成できるよう社員の意識を高めていきたい。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

軽油使用量の増加により CO2 も増加した。評価期間中の業務請負量の増加が未達要因である為、 

引き続きエコドライブの実施や運行ルートの効率化を図り削減活動に取り組む事。1 年間の運用にて 

再度検証をする。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

エコアクション２１の活動を開始したばかりの為、今回の評価によるフォローアップを今後していく。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

2024 年問題への対応を図ること。 

(８) 改善のための提案・その他 

社員一人一人の意識を高め活動に取り組むこと。 

評価日：2023 年 10 月 15 日 

鈴建輸送株式会社 

代表取締役 鈴木 利幸 

   

 

 

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

１．エコアクション２１文書類 無 継続して環境経営活動への理解を深めること。 

２．環境経営目標・計画 無 継続して目標に対し取り組むこと。 

３．環境経営活動計画 無 目標を意識し継続して取り組むこと。 

４．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

５．環境経営システム 無 理解を深め取り組んでいく。 

６．その他 無 特になし。 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

エコアクション２１の取組みを開始したばかりの為、継続して環境負荷への認識と削減への意識を持ち 

全社員で取り組むこととする。改善すべき点が見つかった場合は改善への取組みを試行錯誤し改善活動 

の実施を図る。 
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[11] 環境上のコミュニケーション 

※2023 年度（2022 年 4 月～2023 年 8 月）は環境上のクレーム等はなかった。 

NO 対応日 対応者 対応方法 対応目的 相手先 内容 回答の有

無 

対応結果 

１         

２         

３         

４         

５         

６         

 

 


